
  

技術・家庭科 教科の目標 

 生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深め，進んで生活を工

夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。 

技術分野の目標 

技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術の関する実践的・体験的な活動を通して，技術によってよりよい生活や

持続可能な社会を構築する資質・能力を育成することを目指す。 

 

 

 

月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準〈評価材料〉 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

Ｄ  情 報

の技術  

２－１ 

双方向性の

あるコンテ

ンツによる

問題解決 

【８時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 

計測・制御に

よる問題解

決 

【８時間】 

 

○互いにコメントなど

を送受信できる簡易

なチャットのプログ

ラムを制作する。 

○双方向性のあるコン

テンツのプログラミ

ングを利用した問題

解決の手順を知る。 

○情報の技術の学習を

振り返り，ネットワー

クを利用したメッセ

ージ交換における問

題を見いだし，課題を

設定する。 

○課題の解決策を，条件

を踏まえて構想する 

○プログラムの試作・試

行を通じて設計を具

体化し，制作工程表に

まとめる。 

○制作工程表をもとに，

安全・適切なプログラ

ムを制作する。 

○動作の確認及びデバ

ッグを行う。 

○完成したコンテンツ

を発表し，設定した評

価項目に沿って相互

評価する。 

○社会で利用されてい

るコンテンツと比較な

どし，目的が達成できな

かった原因や，さらに改

善できる点をまとめる。 

 

○使用するロボットに

おける基本のプログ

ラムを制作する。 

○計測・制御のプログラ

ミングを利用した問

題解決の手順を知る。 

○情報の技術の学習を

①問題解決の流れ  
知 
 
 
態 
 
 
態 
 
 
 
態 
 
 
思 
 
 
 
思 
 
 
 
知 
 
 
 
思 
 
 
思 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
知 
 
 
 
思 
 
 

・双方向性のあるコンテンツの仕組みを理解し，簡

単なプログラムの制作，動作の確認及びデバッグ等

ができる技能を身に付けている。 

 

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解決

策を構想しようとしている。 

 

・知的財産を創造，保護，及び活用しようとしてい

る 

 

・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよい

ものとなるよう改善・修正しようとしている。 

 

・双方向性のあるコンテンツに関わる問題を見いだ

し，課題設定について考えている。 

 

・使用するメディアを複合する方法と効果的な利用

方法など利用者に配慮した解決策を構想し，情報処

理手順の具体化について考えている。 

 

・安全・適切なプログラムの制作，動作の確認及び

デバッグ等ができる技能を身に付けている。 

 

・制作工程表に基づき，設計と実際の動作を確認し

ながら，合理的な解決作業を考えている。 

 

・問題解決とその過程を振り返り，社会からの要求

を踏まえ，プログラムがよりよいものとなるよう改

善及び修正を考えている。 

 

 

 

 

 

 

・計測・制御の仕組みを理解し，簡単なプログラム

の制作，動作の確認及びデバッグ等ができる技能を

身に付けている。 

 

・計測・制御に関わる問題を見いだし，課題設定に

ついて考えている。 

 

 

（例：知は、「知識・技能」、 思 は、「思考・判断・表現」、 態 は「主体的に取り組む態度」 
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１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

これからの

情報の技術 

【１時間】 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

技術分野の

学習をふり

返り，私たち

の未来へつ

なげよう 

【１時間】 

 

振り返り，家庭や学校

生活における計測・制

御に関わる身近な不

便さから問題を見い

だし，課題を設定す

る。 

○課題の解決策を，条件

を踏まえて構想する 

○プログラムの試行・試

作を通じて設計を具

体化し，制作工程表に

まとめる。 

○制作工程表をもとに，

安全・適切なプログラ

ムを制作する。 

○動作の確認及びデバ

ッグを行う。 

○完成したロボットを

発表し，設定した評価

項目に沿って相互評

価する。 

○社会で利用されてい

るお掃除ロボットと比

較するなどし，目的が達

成できなかった原因や，

さらに改善できる点を

まとめる。 

 

○情報の技術での学習

を振り返る。 

○情報の技術の見方・考

え方について考える。 

 

 

 

 

 

 

○技術の学習をふり返

り，技術の見方・考え方

について確認する。 

○技術の工夫・創造とわ

たしたちの未来につい

て考え，技術と主体的に

かかわる必要性につい

て考える。 

 

 
態 
 
 
態 
 
 
態 
 
 
思 
 
 
 
 
 
知 
 
 
 
 
思 
 
 
 
 
思 
 

 

 

 

知 
 

 

 

思 
 

 

 

態 
 

 

思 
 

 

 

態 
 

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解決

策を構想しようとしている。 

 

・知的財産を創造，保護，及び活用しようとしてい

る。 

 

・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよい

ものとなるよう改善・修正しようとしている。 

 

・入出力されるデータの流れをもとに解決策となる

計測・制御システムを構想し，情報処理手順の具体

化について考えている。 

 

 

・安全・適切なプログラムの制作，動作の確認及び

デバッグ等ができる技能を身に付けている。 

 

 

 

・制作工程表に基づき，設計と実際の動作を確認し

ながら，合理的な解決作業について考えている。 

 

 

・問題解決とその過程を振り返り，社会からの要求

を踏まえ，プログラムがよりよいものとなるよう改

善及び修正について考えている。 

 

 

・生活や社会に果たす役割や影響について情報の技

術の概念について理解している。 

 

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて，

情報の技術を評価し，未来に向けた新たな改良，応

用について考えている。 

 

・よりよい生活や社会の構築に向けて，情報の技術

を工夫し創造しようとしている。 

 

・技術にかかわる問題を解決するには，よい面と悪

い面の両面を意識し，最適な解決策について考えて

いる。 

 

・持続可能な社会を構築するために，主体的に技術

にかかわる態度や技術を工夫し創造しようとして

いる。 


